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谷
崎
「
春
琴
抄
」
を
読
む
、

語
る
。
マ
ン
ド
リ
ン
平

野
・
山
下
。
歌
ジ
ュ
ン
葉

山
。
語
り
濱
野
成
秋
ら
。 
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０
２
７
年
３
月
２
５

日
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ホ
ー
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予
約
受
付
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詩
劇
『
春
琴
抄
』
に
見
る
愛
と
憎
し
み 

L
o

ve an
d

 H
ate o

f a W
o

m
an

 in
  

T
an

izaki
’s N

o
vel S

h
u

n
kin

sh
o
 

琴
女
の
愛
と
哀
し
み 

A
 P

oem
 fo

r T
an

izakis S
h

u
n

kin
sh

o 

濱
野
成
秋
（
女
形
筆
名
橘
か
ほ
り
） 

              S
eish

u
 H

am
an

o
 

   
(E

x-P
ro

f. at N
ew

 Y
o
rk S

tate U
n

iversity ) 

大
正
昭
和
期
の
谷
崎
潤
一
郎
は
滋
賀
の
里
を
は
じ
め
、
亰
大
阪
や
奈
良
、
吉
野
、
河

内
と
歩
い
て
、
人
々
の
営
み
に
内
省
沈
着
し
、『
盲
目
物
語
』
に
見
る
よ
う
に
、
歴
史
を

追
い
な
が
ら
独
自
の
慧
眼
で
捉
え
直
す
。
谷
崎
は
、
は
あ
の
空
襲
著
し
い
大
戦
中
も
戦

争
を
描
か
ず
、
大
阪
に
見
る
富
裕
層
に
目
を
落
と
し
て
、『
春
琴
抄
』
や
『
細
雪
』
を
独

特
の
文
体
で
描
き
込
ん
だ
。「
春
琴
抄
」
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
現
代
も
尚
、
生

き
て
、
燦
然
と
輝
く
第
一
級
の
名
作
で
あ
る
。 

 

鵙
屋
春
琴
。
大
坂
道
修
町
に
幕
末
に
生
れ
た
希
代
の
美
女
。 

だ
が
琴
女
は
お
世
辞
に
も
心
優
し
い
女
性
で
は
な
い
。 

幼
く
し
て
視
覚
を
奪
わ
れ
た
不
幸
を
背
負
い
、
音
曲
一
筋
に
生
き
甲
斐
を

見
出
す
。
わ
が
ま
ま
で
人
づ
き
あ
い
が
荒
い
。
イ
ヤ
と
な
る
と
、
露
骨
に
そ

れ
を
口
に
し
て
、
誰
彼
構
わ
ず
、
相
手
の
立
場
も
慮
ら
ず
に
無
茶
を
い
う
。
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嫌
悪
を
む
き
出
し
に
し
て
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
来
る
か
ら
、
敵
が
出
来
な
い
は

ず
が
な
い
。 

T
h

o
u

g
h

 
B

o
rn

 
very 

b
eau

tifu
l 

an
d

 
b

ro
u

g
h

t 
u

p
 

in
 

a 
w

ealth
y 

fam
ily, 

S
h

u
n

kin
 is alw

ays very eg
o
cen

tric an
d

 ru
d

e, to
 an

yb
o
d

y 

b
u

t a yo
u

n
g
 b

o
y servan

t S
akich

i. H
e alw

ays o
b

eys h
er w

ith
 h

is 

o
b

ed
ien

t m
an

n
er an

d
 ap

p
reciates 

h
er excellen

t p
lay o

f Jap
an

ese 

h
arp

 an
d

 sh
am

isen
. B

lin
d

 as sh
e w

as, S
h

u
n

kin
 co

u
ld

 p
lay an

y tu
n

e 

b
eau

tifu
lly, an

d
 h

er teach
er p

ro
m

ised
 h

er to
 g

ive h
is b

est title. 

It w
as a sto

ry very co
m

m
o

n
 alm

o
st a cen

tu
ry an

d
 a h

alf years ag
o
.  

T
h

e o
rig

in
al sto

ry w
ritten

 b
y T

an
izaki w

as p
u

b
lish

ed
 alm

o
st a 

h
u

n
d

red
 years ag

o
, b

u
t it h

as b
een

 so
 p

o
p

u
lar th

at h
ere in

 Jap
an

, 

th
is w

o
rk b

ecam
e m

o
vie film

 five tim
es. 

W
h

y so
 m

u
ch

 p
o
p

u
lar?

 

W
h

y so
 h

ig
h

ly ap
p

reciated
?
 

T
h

is n
o

vel co
n

tain
s lo

ts o
f co

m
p

licated
 ju

xtap
o

sitio
n

 o
f b

eau
ty 

an
d

 u
g
lyn

ess, lo
ve an

d
 h

aterid
, life an

d
 d

eath
.  

T
h

is co
m

p
licated

 ju
xterp

o
sito

n
 lasted

 u
n

til th
e en

d
 o

f th
eir life 

an
d

 each
 film

 co
n

tain
ed

 rich
 o

rch
estra p

erfo
rm

an
ce till th

e en
d

 o
f 

th
e sto

ry. 

 

「
春
琴
わ
が
恋
人
」 

T
an

go S
h

u
n

-kin
 M

y L
over 

 
 

 

作
詩 

濱
野
成
秋 W

o
rd

s

： S
eish

u
 H

am
an

o
 

 
 

  

作
曲 

ジ
ュ
ン
葉
山 M

u
sic: 

Ju
n

 H
ayam

ao
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Y

o
u

T
u

b
e/availab

le 
 

⑴  
道
修
町
の 

こ
い
さ
ん
の 

 
わ
が
ま
ま
放
題 

言
い
放
題 

 
 

呼
び
つ
け
ら
れ
て 

叱
ら
れ
て 

そ
れ
で
も
芽
生
え
た 

切
な
い
思
い 

琴
と
三
弦 

意
地
悪
き
わ
め
た
こ
い
さ
ん
の 

 
 

美
女
の
褥
（
し
と
ね
）
に 

頬
寄
せ
る
春 

 

 
 

K
o

isan
, a n

au
g

h
ty g

irl, 

    
B

eau
ty b

u
t b

lin
d

,  

    
C

allin
g h

er b
o

y em
p

lo
yee 

 

    
S

co
ld

ed
 h

im
 b

ittery b
u

t yet lo
vely  

 
  H

arp
 an

d
 S

h
am

i E
xcellen

t 

S
o

ft p
alm

 an
d

 ch
eek in

 S
p

rin
g
. 

 ⑵  

な
ぜ
に
身
籠
る 

て
て
な
し
御
子
を 

 

手
引
き
の
佐
助
と 

遊
び
の
果
て
か 

 

堅
く
口
を
ば 

閉
ざ
し
て 

語
ら
ず 

御
伊
勢
参
り
に 

事
寄
せ
て 

岩
田
帯
を
ば 

心
の
名
残
り
に 

K
o

to
jo

 w
h

y yo
u

 p
reg

n
an

t 
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N
ever say an

y w
o

rd
s 

T
ake a travel to

 p
ray O

ise S
h

rin
e 

B
ab

y b
o

rn
 g

iven
 to

 so
m

e h
o
m

e 

K
eep

in
g its secret as o

ften
 seen

 b
efo

re. 

 
 

  

盲
目
で
外
出
時
に
は
い
つ
も
手
代
の
佐
助
の
手
引
き
。
佐
助
が
絶
え
ず
見

張
り
の
役
目
で
、
琴
女
に
間
違
い
の
生
じ
る
は
ず
も
な
い
は
ず
が
、
と
ん
で

も
な
い
、
琴
女
が
妊
娠
。
こ
の
間
違
い
の
相
手
は
当
然
佐
助
に
掛
か
る
が
、

琴
も
佐
助
も
め
っ
そ
う
も
な
い
と
否
定
し
続
け
、
結
局
う
や
む
や
の
ま
ま
、

旅
先
よ
そ
様
の
家
で
出
産
、
赤
ち
ゃ
ん
は
引
き
取
ら
せ
た
。 

こ
の
種
の
世
間
体
隠
し
は
小
唄
の
「
お
伊
勢
参
り
」
に
あ
る
と
お
り
。
映

画
で
も
、
丁
稚
に
そ
の
歌
を
語
ら
せ
る
。 

P
aren

ts g
o

t aw
are o

f K
o

to
jo

 p
reg

n
an

t. T
h

ey g
u

essed
 

S
asu

ke b
u

t h
e w

o
u

ld
 n

o
t say yes, n

o
r K

o
to

jo
, n

o
 m

atter 

w
h

atever th
ey asked

. In
 th

o
se d

ays as w
as o

ften
 seen

, th
ey 

p
reten

d
 to

 m
ake a trip

 to
 Isejin

g
u

 travel, so
 th

at th
is scan

d
al 

w
o

u
ld

 n
o

t p
revail an

y m
o

re. 

K
o

to
jo

 p
reten

d
s n

o
t m

en
tally in

ju
red

 b
u

t at th
e en

d
 o

f 

h
er life sh

e o
ften

 said
 h

o
w

 o
ld

 h
er b

ab
y n

o
w

, again
 an

d
 

ag
ain

. 
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⑶  

地
歌
清
元 

名
手
の
誉
れ 

琴
女
は
検
校 

受
け
継
ぐ
幸
せ 

佐
助
も
代
稽
古 

二
人
の
時
代 

ひ
ど
い
仕
打
ち
に 

琴
女
は
火
傷
（
や
け
ど
） 

 

佐
助
も
盲
（
め
し
い
）
に 

涙
で
結
ば
れ 

 

揚
げ
雲
雀
（
あ
げ
ひ
ば
り
）
の
さ
え
ず
り 

 

散
り
ゆ
く
わ
が
身
よ 

   Jiu
ta, K

iyo
m

o
to

, E
xcellen

t art 

K
o

to
jo

 K
en

g
yo

u
 su

p
erb

 

S
asu

ke also
 teach

es h
ap

p
y  

B
u

t n
ig

h
t vio

len
ce h

u
rt h

er b
ittery 

S
asu

ke also
 b

lin
d

 

S
kylark

s cryin
g
 scatteres faraw

ay. 

 

以
上
が
『
春
琴
抄
』
の
梗
概
で
は
あ
る
が
、 

是
非
是
非
原
文
に
当
た
ら
れ
、
谷
崎
美
学
に
浸
ら
れ
た
い
。 

A
b

o
ve m

en
tio

n
ed

 are th
e ro

u
g
h

 sketch
es o

f th
e to

tal sto
ry. 

E
ach

 scen
e is very excitin

g
 
an

d
 w

ill ch
arm

 yo
u

 m
o
re. Y

o
u

r  

tryin
g
 to

 see th
e m

o
vie ag

ain
 an

d
 ag

ain
 w

ill also
 ch

arm
 yo

u
 m

o
re. 
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Y
o

u
T

u
b

e: S
h

u
n

-kin
-sh

o

「
春
琴
抄
」
は
、
２
０
２
７
年

３
月
２
５
日
に
逗
子
の
さ
ざ
な
み
ホ
ー
ル
の
公
演
の
前
後
に

完
成
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
そ
れ
ま
で
に
原
作
を
読
ま
れ

て
、
公
演
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
公
演
後
に
友
の
会
の

諸
君
と
も
語
り
合
い
た
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
臨
席

く
だ
さ
い
。
友
の
会
の
費
用
は
毎
回
実
費
程
度
で
す
。 

琴
女
こ
そ
ジ
ャ
パ
ン
の
浪
漫 

ジ
ャ
パ
ン
は
元
々
サ
ム
ラ
イ
大
国
に
あ
ら
ず
。 

現
在
、
日
本
は
、
元
は
サ
ム
ラ
イ
の
国
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

過
去
も
、
代
々
何
百
年
と
遡
れ
ば
、
サ
ム
ラ
イ
時
代
よ
り
も
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
浪
漫
大

国
の
貴
族
階
級
と
、
貧
し
く
と
も
短
歌
好
き
の
自
作
農
や
荘
園
が
主
体
の
浪
漫
時
代
が

何
百
年
と
続
い
て
い
た
。 

サ
ム
ラ
イ
が
台
頭
し
た
の
は
、
十
一
世
紀
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
貴
族
も
平

民
も
階
級
を
問
わ
ず
短
歌
や
恋
愛
物
語
を
良
し
と
す
る
、
風
雅
な
浪
漫
歌
人
が
国
中
に

い
て
、「
万
葉
集
」
を
形
成
す
る
国
で
あ
っ
た
。
だ
が
貴
族
階
級
は
政
敵
を
滅
ぼ
す
た
め

に
武
士
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り
、
中
で
も
源
氏
と
平
家
が
台
頭
し
、
彼
ら
が
や
が
て
貴

族
階
級
は
も
と
よ
り
、
朝
廷
を
も
凌
ぐ
大
勢
力
に
な
っ
て
幕
府
を
創
設
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
十
二
世
紀
ご
ろ
か
ら
サ
ム
ラ
イ
支
配
の
国
と
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。 

だ
が
支
配
階
級
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
一
般
庶
民
の
中
か
ら
富
裕
層
が
続
々
登
場
し

て
、
彼
ら
が
体
勢
を
占
め
て
い
た
。
奈
良
、
大
阪
、
京
都
や
堺
の
大
商
人
た
ち
、
富
裕

層
は
明
治
維
新
後
も
現
在
も
続
い
て
い
て
富
裕
層
で
あ
り
、
幕
藩
体
制
が
明
治
維
新
と
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共
に
変
革
さ
れ
て
も
強
か
に
生
き
残
っ
て
財
界
を
牛
耳
っ
て
い
た
。 

A
ll o

ver th
e w

o
rld

, even
 n

o
w

, m
an

y p
eo

p
le co

n
sid

er Jap
an

 as an
 

ex-S
am

u
rai g

o
vern

m
en

t co
u

n
try. B

u
t L

o
o

kin
g
 b

ack to
 a th

o
u

san
d

 

years 
ag

o
, 

aristo
crats 

an
d

 
p

easan
ts, 

b
u

reau
crats 

en
jo

yed
 

co
m

p
o

sin
g
 p

o
em

s an
d

 sto
ries an

d
 Jap

an
 u

sed
 to

 b
e an

 aristo
cratic, 

very eleg
an

t co
u

n
try. B

u
t g

rad
u

ally th
ey h

ad
 to

 keep
 th

eir p
o
litical 

p
o

w
er 

en
o
u

g
h

 
to

 
o
verw

h
elm

 
th

eir 
co

m
p

o
n

en
ts 

an
d

 
m

ake 

th
em

selves  clo
ser to

 th
e em

p
ero

r system
, so

m
e aristo

cratic g
ro

u
p

  

h
ired

 sam
u

rai. 

M
r. T

an
izaki, a lo

n
ew

o
lf typ

e o
f an

 au
th

o
r, w

ro
te n

o
th

in
g
 o

n
 

su
ch

 h
isto

ric b
ackg

ro
u

n
d

 b
u

t everyd
ayn

ess seen
 in

 th
e w

ealth
y 

so
ciety su

ch
 as D

o
sh

o
u

-m
ach

i, A
sh

iya, an
d

 H
an

kyu
 d

en
sh

a lin
e 

p
eo

p
le.   

  

     

    

 


